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ごうちゃんねる（GO-CHANNEL）   ■ユダヤ入門シリーズ■ 

＃22「東ローマ帝国を滅ぼしたオスマン帝国 

～いつの時代もユダヤ人はエルサレムに」 

東住吉キリスト集会  高原 剛一郎 氏 
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お元気ですか。高原剛一郎です。今日はユダヤ入門シリーズ第22 弾！パチパチパチ！ 

お付き合い、ありがとうございます。 

 

今日は中東問題を語っていく上で外せない帝国、オスマン帝国についてご紹介したいと思います。 

長い間、十字軍のお話をして来ましたね。十字軍、そもそもどういうことから始まったかというと、イス

ラム帝国の攻撃に対抗できなくなった東ローマ帝国が、西ヨーロッパのローマ･カトリック教皇に泣きつ

いたんですね。「何とか助けてくれへんか！」SOSで泣きついた。 

それでローマ教皇の命令で多くの騎士団が結成され、イスラム帝国になだれ込んで行った。 

これが十字軍です。元々はそうだったんですね。 

 

しかし最終的に、東ローマ帝国はイスラム帝国に滅ぼされてしまいました。いつですか？ 1453 年。 

“1453 年（とし こうさん）東ローマ滅亡！” こうやって覚えたらいいですよね。 

都市とは東ローマ帝国の首都コンスタンチノーブル。そこが最終的に包囲されてイスラム帝国に降参し、

遂に 1200 年間続いたローマ帝国はここに滅亡したんです。 

 

東ローマ帝国を滅ぼしたオスマン帝国は、敵の首都を自らの新しい帝国の首都にします。 

コンスタンチノーブルの名前をイスタンブールに変えたんですね。庄野真代（しょうの まよ）ですよ。 

言うても分からへん？ ま、イスタンブールですよ。 

東ローマ帝国の首都をそのまんまオスマン帝国の首都にしたんですね。 

 

イスラム帝国のスタート時におけるリーダーはずっとアラブ人でした。 

ところが、途中からイスラム帝国の傭兵だったトルコ系民族が強くなって、彼らのほうが政治的実権を

握るようになったんですよ。彼らは大変賢くて、あくまでもアラブ人の顔を立てたんです。 

 

イスラム教の開祖ムハンマド（彼らは最後の預言者と言うのですが）、最後の預言者なので、次の預言者

はもう出て来れないんです。だから、後継者たちは預言者と名乗ることができない。 

どう名乗ったかというと “代理人”。この代理人のことを “カリフ” と言うんですね。 

トルコ人は、アラブ人のカリフに政治的指導者を任命してもらうという形を取ったんです。 

この政治的指導者を “スルタン” と言います。 

 

カリフはアラブ人。アラブ人のカリフによってスルタンを任命される実質的権力者はトルコ人。 

権威はアラブ人のカリフにあるけど、権力はトルコ人のスルタンにある。 

 

これは日本も一緒ですよ。権威は朝廷を持っている天皇にあるが、権力は幕府を従える征夷大将軍、将軍

にある。日本には3 つ幕府があったわけですね。 

 

ところがオスマン帝国は、カリフをアラブ人から取り上げる帝国になってしまうんです。 
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オスマン家は元々アナトリア半島の一部にいた一族だったのがどんどん強大化して、やがて王朝を建て

たんですね。東ローマ帝国を滅ぼした後でエジプトも併合して、東地中海一帯を支配する大帝国になる

んです。エジプトを併合した時、エジプトで保護されていた最後のカリフをイスタンブールまで連行し

て、部屋の中に閉じ込めてしまいました。後になって、オスマン帝国の皇帝スルタンが、カリフという宗

教指導者も兼任する形になったんです。 

 

たとえるなら、織田信長が朝廷から天皇を誘拐して城の地下牢に閉じ込め、新しく織田朝（おだちょう）

というのを造って信長天皇を名乗る、みたいなことですよ。ムチャクチャやったわけですね。 

 

オスマン帝国は東ローマ帝国を倒した後、その首都コンスタンチノーブルを自らの首都イスタンブール

に変え、中東世界のほとんどを領土にしました。今アラブの国は 22 あるでしょ。これはほとんど元オス

マン帝国ですよ。 

 

当然 エルサレムを中心とする約束の地もオスマン帝国の一部になりました。 

しかし、エルサレムを支配しても、オスマン帝国はエルサレムを遷都しなかったんです。 

コンスタンチノーブルを取った時には「ここ便利やからな」ということで首都にしたけど、エルサレムを

取ったからといって、そこに王宮を移したり、首都にすることはなかった。 

 

では、オスマン帝国が中東一帯を治めていた約 400 年間、エルサレムに最も多くの人口を誇っていたの

は誰でしょう？ ユダヤ人なんです。 

ユダヤ人は、エルサレムを中心とする約束の地の支配者がローマ人であっても、アラブ･イスラム帝国で

あっても、十字軍であっても、オスマン帝国であっても、散らされても散らされても、いつの間にか戻っ

て来て、そこに住みついて共同体を再生してるんですね。 

エルサレムだけじゃないんですよ。約束の地のあちこちに共同体を造ってるんです。 

 

昔、池上彰（いけがみ あきら）さんが中東問題の解説で、「ユダヤ人はローマに滅ぼされて 2000 年間、

この約束の地・パレスチナの土地を留守にしていた。留守なので、そこにアラブ人・パレスチナ人たちが

住み着いた。ところが 20 世紀になって 2000 年後にやって来て、『先祖はここに住んでたんだから、お

まえら出て行け！』ということで、武力で彼らを追い出して、それが難民化しているのがパレスチナ問題

の大きな形です」みたいな説明されたんですが、ウソですからね。間違いですよ。 

 

ユダヤ人は AD70 年にローマに滅ぼされてから約 2000 年間、散らされても散らされても、ほぼほぼ、

ほぼほぼですよ、いつもそこに住んでいたんです。 

いつも約束の地に住んでいた唯一の民族、それがユダヤ人なんですね。 

 

オスマン帝国の成立は後々、第一次世界大戦以降の中東問題を考える時に、すっごい鍵となる帝国なの

で、どこかに留め置いていただいたらなと思います。 

同時に、ユダヤ人たちは約束の地から離れたことはほぼほぼなかったんだ、ということも覚えておいて

いただいたら結構かなと思います。 

 

またこの『ごうちゃんねる』でお目にかかりたいと思います。それまで皆さん、お元気でいてください。

それでは皆さん、さよなら！ 

 

 


